第２回業者選定評価委員会議事録
	会議の名称
	第２回太田市地域公共交通活性化協議会業者選定評価委員会（プレゼン）

	開催日時
	平成２０年９月１１日（木）午後１時３０分から４時００分

	開催場所
	太田市役所本庁舎２階情報管理課セミナールーム
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	委員：福田良夫　中野実　松田賢治　茂木悦郎　　　　　
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	１　開会
　本日は大変お忙しいところありがとうございます。企画書の提出順をプレゼンの順番とさせていただきました。プレゼンの時間は説明２０分質問１０分といたします。よろしくお願いいたします。

２　委員長あいさつ
　　皆さんこんにちは。忙しい中お集まりいただき大変ご苦労さまです。本日は太田市公共交通総合連携計画の策定業務を委託するにあたりこれから業者の選定をして頂く訳ですが、５社指名いたしましたが２社辞退し、本日は３社から説明受けます。午後４時に終了予定ですが、長時間になりますので、よろしくお願いします。

３　評価の方法

　　３社終了段階で、評価表をまとめて提出してください。評価につきましては、「企画書及び説明」により、各委員の判断で評価してください。よろしくお願い致します。

・市内を走行するバス状況は、スクールバスやおうかがいしバス等々さまざまなバスの運行されております。

・協議会１回目は市内の公共交通とバス交通の利用現況を、議論していただきます。２回目はアンケート調査の結果と地域公共交通連携計画で公共交通を連携させ、公共交通のサービスを実現するための計画の素案について協議していただきたいと考えております。
・部会を７回予定しております。1回目の部会で基本的な調査、総合連携計画のスタンスと太田市の都市構造を協議し、2回目では、現在の公共交通のバスの収支状況や利用状況、3回目では、アンケート調査の結果を、4回目では、連携計画区域また交通体系を考え、5回目では、アンケートの結果から総合連携計画の目標をどうするか、6回目では、バス再編に関する方針とバスの目標を、第７回目で実現するための検討と考えております。
・部会に関して、ルート別の交通運行の問題点、課題、改善方策についてブレーンストーミングにより検討を重ねます。

・市内を４地域に分け、現状把握し、都市構造、市の生業はどうなっているのかまとめていきます。１点目は、住宅団地工業団地学校病院と立地状況を把握し、集約型よりも分散型都市構造と認識しています。大規模需要施設は、ルートや停留所を充実させる必要があります。２点目、人口の分散や高齢化傾向、３点目、スクールバスの運行状況を分析し、４点目、通勤について把握し、最後５点目、混雑度また渋滞状況を把握します。これらをバス路線の再編成、ルートに関する基礎資料にします。分散型都市からコンパクト都市にし、公共交通の今後の在り方や方向性の資料にします。

・市運営バスと民間バス等運行状況を把握し、バス路線の再構築の検討資料にします。
・鉄道状況の推移と福祉輸送状況を把握し、他市町への乗入れバス状況について把握し、公共交通の今後の可能性について基礎資料から把握したいと考えています。
・公共交通ニーズのアンケート調査は、バス利用者、利用の目的、理由、頻度なのか、改善に関する要望、今後の利用などの内容を調査します。利用者の意見を吸収し、改善すべき内容を的確に把握していきたい。
・利用者調査は、バス路線の評価、バスの利用意向、現在の利用の目的、実態と意向を把握したい。
・市民生活実態調査は、バス利用の有無、バス交通に関する意識考え、評価、認識している問題課題、今後の公共交通に関する要望を広く市民の方に聞きたい。デマンドバスとか新しい交通方法も考えています。
・路線バスの問題点課題を明確にし、都市構造は分散、自動車利用率は高く公共利用率は低い、主たる移動手段は自動車、まさしく自動車大国です。

・かけ離れた方針は考えたく無く、自動車からバス利用に変えることは、非常に難しく、単純ではないと認識していて、バス利用者がさらに利用しやすい環境を整え、路線バスに魅力を感じるようにしていきたい。
・環境配慮の点で、ノンステップバスとか天然ガスバスの導入を考えるべきで、その普及促進も考えます。

・バス路線は、駅を中心に放射線状に運行しており、それを支える支線的バスで大きくグルーピングし再編成を行うことによって、迂回時間を短縮し、移動手段を満たすと考えます。
・ＩＣカード、Ｓｕｉｃａとか電子マネー的な精算方式の導入も考え、バスロケーションシステムや公共車両優先システムの導入も考えます。
・学生割引、障害者割引や高齢者割引等を導入します。

・乗り継ぎの情報各施設に利用に関する情報を提供する。デマンドや深夜のバス運行や停留所の待合環境、情報の充実等も快適な利用に欠かせない部分かと考えております。説明は以上です。

○幹線バス、支線バス、コミュニティバスによるネットワークの再編について詳しくご説明していただければと思います。東武鉄道との連携を含めてどのように考えるのか教えていただきたい。
・太田駅を中心とした工業団地住宅団地や主要アクセス地に主線があります。駅に結ぶが経由する形になってかなり複雑な路線になり分かりにくいし迂回が多く、終点から駅に行きたいのに場合時間がかかる、という意見もあると思われます。改善策は、幹線バスと枝線とで路線に分けられないだろうか。さらに時間的な整合性、乗り継ぎのための施設整備も必要になってきます。
○デマンドバスの話は、ＮＴＴ型システム、前橋型システムとか、どのようなシステムか教えていただきたい。もしくはシステムはいらないのか。

　需要構造から適切なシステムを選択する必要があります。デマンドといっても、需要が高齢者なのか、もう少し広い年代を乗っていただくのか、ターゲットをどうとらえるか、地域の広がり、地域の中での使用な施設の配置によって様々考ええられると考えます。需要構造をしっかり捉えた上で適切なシステムを取り入れていきたい。
○自家用車利用者からバス利用を展開するのは非常に難しいというのはどういうことですが、自動車を利用している市民がバスに魅力を感じる施策を展開する？この辺を説明していただきたい。
・自動車利用者に単純にバスを利用してくれといっても、非常に困難です。毎日は利用しないが、忘年会時期とか飲酒時に、深夜バスの運行とか巡回バスとかを考え、需要を吸収できるよう考えたらと思います。

○太田市も地方都市で路線バスが衰退しているが、どこかで太田市に適合しそうな有効な施策、成功例がありましたらお聞かせください。

・有効な処方箋は無く、それぞれ解決策をそのケースで考えるものと思われます。それぞれが考えるというのが一番有効な解決方法と考えております。
　質問が無いので終了いたします。本日はありがとうございました。

＜休憩＞

・基本方針は、バスネットワークの再構築を前提に公共交通の街づくりとモビリティの向上を設定しました。

・太田市全域及び大泉町を含む地域と考えております。
・最終目的に、中心市街地の活性化と市営バス乗客数増員としました。

・公共交通の課題は、悪循環モデルが良くいわれております。自動車の依存が公共交通の利用離れに繋がっている悪循環サイクルです。自動車依存が進めば、郊外分散化し中心市街地の衰退がさらに進んでしまう。この悪循環モデルを改善する方法を整理しました。

・公共交通の利用者増に繋げるために、自動車依存を減少させ、都市機能の中心集中化が必要です。その改善の狙いとして、路線再構築とモビリティ向上の2点を基本方針としました。
・調査実施のために準備し、その後策定委員会部会、協議会の設置検討を行い、次に公共交通の現状把握をし、現在のバスの運行路線や運行収支等情報収集します。

・アンケート調査は、調査項目の選定を行い帳票類の設計を進めます。
・民間バスや鉄道と調整と協力によりバス利用者である市民へアンケート配布を行いたいと思います。その結果から現状に問題点の抽出、整理、集計、分析より、総合連携計画策定計画に反映したいと考えます。

・公共ニーズは、調査の狙いとしてバスを利用しない人の本音の炙りだし要望の抽出し、今調査の狙いでは不十分だと思われます。要望の更なる洗い出しとしてワークショップの開催を提案します。ワークショップの対象者は、公募か指名により幅広い対象を募集いたします。
・アンケートとワークショップの結果を分析し、実証実験運行にフィードバックする必要があります。
・実験の基本プランは、基本方針の公共交通の街づくりとモビリティの向上としております。目的は、バスネットワークの再構築は自転車、マイカー、自転車、鉄道から、バスの方へ利用を促し、詳細な実施プランたてました。パーク＆バスライド、レール＆バスライド、サイクル＆バスライド、鉄道の駅とバスの乗降を直結したフィーダーシステム等もあります。また、バスロケーションシステムの導入、割引運賃システムが考えられます。

・交通弱者のモビリティの向上は、自宅送迎型デマンド運行や乗り合いタクシー、シャトルバス、バリアフリーのノンステップバスや福祉バス、自転車を乗せられるサイクルバスが挙げられます。

・公共交通ネットワークの改善システムです。既設バス路線と太田駅を中心にＸ状の鉄道と、その他バスとなります。隣接駅のアクセス経路が無いため、交流拠点を結ぶ経路が薄いと考えます。結果としてバス利用が低くなっていると思います。環状線は、バスの交流拠点を結ぶ事により、新しい経路をつくりバスの利用増加に繋がると思います。さらに、交流拠点なパーク＆バスライドを設定することにより、自動車からバスへ乗り継ぎ利用を促すことができ、メリットが挙げられる。

・ネットワーク改善とソフト戦略と交通需要マネジメントを併用運用により、基本方針である路線バスの再編成による街づくりと交通弱者のモビリティの向上に繋がり目標のバス利用者の増加が見込まれると考えております。

・実証運行の基本計画で、目的として公共交通ネットワークに基づいてその効果を検証することとしトリガー方式により利用の促進を図り、重点項目で評価します。ソフト戦略やパーク＆バスライドやバスロケーションシステムや福祉バス等があり、どの方式を採用するか検討する必要があります。アンケートや利用者調査からのフィードバックとして、再度アンケート調査を行い確認したいと考えております。
・運用中発生した問題から、交通ネットワーク効果の確認と継続性の検証を行います。トリガー方式により、効果がある場合はそのまま継続、無い場合は再度見直すこととします。

・部会については、１０月は1回で月あたり2回とし７回計画し、１４回開催し、協議会の運営はアンケート調査前に実施し、アンケート結果と分析後開催し、協議会の方針が出したいと考えております。
以上で説明を終わりにいたします。

○公共ネットワークについて、実際の人の動きは具体的にどう動くのか、どう想定しているのか、説明していただきたい。

・バスターミナルに行こうとするときに、乗り継ぎ方式により、最長ルートで駅に来ていたが、新しいルートにより、人の動きを捉えたいと考えております。
○太田市の都市構造をどう捉えているか、ネットワークを人の動きをどうとらえているか、それと空白地が出てしまった場合についてどうするかについて説明いただきたいと思います。

・中心市街地に向かう場合は移動しやすいが、郊外に向かう場合は、非常に移動しづらいと考えます。一度太田駅なり中心街に来ないと乗り継ぎができないため、環状路線の設定すれば、短時間で目的地に移動できると考えております。

○このバスの計画を提案され、実施した町はありますか。実績等はございますか。
・会社としはありません。個人として他市の交通計画の委員等はさせていだだかせております。他市の都市計画で参加しています。
○現状調査やアンケートを行い、新たな好循環利用について考えていただいておりますが、今、提案していただく具体的な事例がありますか。

・パーク＆バスライドが一番良いと考えております。

○学生等には不向きで、通勤者にはパーク＆バスライドを有効と考えますが、反面交通弱者には、大変です。市内を少し移動したいときは、少し弱いと感じる。なかなか乗ってくれない時の施策は大変難しいがその後考えていただきたい。
今後、詰めて具体的に考えていきたい。

特に質問等ありませんので、以上で終わりにいたします。

ありがとうございました。

＜休憩＞

・地域公共交通活性化事業は、一体的に総合的に推進し豊かで地域社会づくり行うことを目的とする計画です。

・今後、鉄道会社及び民間バス事業者など他の公共交通手段を密にして総合的な地域公共交通の確立が求められている時代となっております。
・群馬県における平成１９年のデータは、世帯あたりに自動車保有台数が、２．３２台であり、自動車大国群馬を表す様に全国４位という数字となります。郊外型大型店舗の増加、北関東栃木群馬茨城は自動車が無いと移動は困難であるという言われるくらいの都市構造となっております。
・少子高齢化ついて、平成２６年には、高齢者の人口が全体の２３．３％超高齢社会になっています。高齢者が増えるということは、交通弱者の増加です。今の自動車への過度の依存、こちらが交通渋滞や環境問題を引き起こしている。
・太田市と大泉町を対象地域と考え、市運営バスを取り除き、他の公共交通機関を入れた図となっております。黒い線は東武鉄道、駅から民間バス事業社であります朝日バス熊谷行きと矢島タクシー様のシャトル500が熊谷行きを運行しており、加えてイオンバスは運行しております。広域バスとして黄色の太田邑楽線と大泉千代田線、左の伊勢崎市の東部シャトルとなっています。
・バス停の交通カバー圏域として300㍍、東武鉄道の駅の場合はカバー圏域を1kmと設定すると、交通空白地帯が発生するが、市内５箇所それぞれ仮称で藪塚地域、新田生品～脇屋地域、尾島地域、毛里田只上地域、休泊地域の生まれ、今後の課題となります。

・計画遂行方針は、交通需要からの都市構造や太田市の歴史から地域特性を分析し、最終的には事業収支や拡大を目標に、最適な料金体系を作成し提案していきたいと考えております。

・取り組み方針として、以下の５つの柱で多様な主体と共同して施策を推進、地域公共交通ネットワークを構築、自動車への過度の依存を改善、適切な費用負担の仕組みを構築、小規模需要に応じた移動手段を整備、などをメインとして考えております。。

・維持持続するためには、行政、民間バス事業者、鉄道事業者等全ての参画による分担方式により施策を推進していくことが大切ではないかと考えます。
・地域公共交通ネットワークは、鉄道や一般乗り合いバスを基幹し、補助交通としての市の乗り合いバスといった棲み分けが必要です。
・自動車への過度の依存の改善は、モビリティマネジメントの推進や公共交通の推進のための環境の整備や情報提供、適切な費用負担の仕組みを構築ですが、行政などや経営者に負担がかからない持続可能な公共交通を実現するため、受益者負担をしていただくことも考えております。
・小規模需要に応じた移動手段を整備することは、地域の公共交通の確保するための地域団体の発掘、育成支援も必要と思われます。

・基礎調査と計画書作成に分け、分析は行政レベルから住民レベルまでとし、都市構造、歴史、バス収支などを含めて地域を分析します。地域分析から太田市の抱えている課題を分析把握し、利用者や市民アンケート調査の内容検討を進めます。

・アンケート報告書を作成し、現状の課題とか、結果から最適な路線、ダイヤ、運賃と付加サービスを検討します。収支予測をして、繰り返し行う審査の中から地域公共交通総合連携計画案を作成していきたいと考えます。

・１バス路線の意識、市民からの改正案、バスの利用しやすなどの調査を行いたいと考えております。2市民意識調査（郵送配布郵送回収方式）と利用者調査（運転手等に協力いただき降りるときにて渡し郵送回収）です。回答者からの現在の交通状況、支払い金額とか、運行時間、目的地、乗車頻度等を聞いていきたい。

・具体的な提案事項は、大きく分けて６つ提案します。１詳細な現地調査　２太田北口を核とした交通網　３効率的なサービスの充実　４効果的なPR　５特定多数を対象としたモビリティマネジメント

６計画策定の推進体制　となっております。１現地調査は、あまり利用されていないバス停は廃止し、カバー圏域を見直すことも必要と思われます。２の北口を核とした交通網を整備し起点を北口に移します。全ての路線バスや民間も含めて移設したほうが利便性は向上すると考えます。東武鉄道の特急や久喜行きにダイヤに合わせ、バスで来た方が直ぐに東武鉄道に乗れるような体制も検討する必要があります。
・効率的なサービスの充実は、他市町村に路線の延長計画、フリーパス権の導入、パス件も購入出来る所を増やし、もっと乗りやすいバスとなります。最終的にはコンビニや行政センターで購入できたりしたいと考えます。年額6,000円のフリーパス券を1割の市民が購入すれば、固定収入となり収支率の向上に繋がると考えます。
・県が発行するぐんまちょい得キッズパスポート（グーちょきパスポート）があり民間企業とタイアップすることにより割引制度等プレミアをつけることにより市民の方に買って貰えると考えます。
・免許返納者へ1年間のフリーパスポートを貸与し、交通事故の減少に繋げたいと思います。
・回数券やフリーパス券を景品として配布する計画したい。
・バス停の設置は商店や店舗の前に設定し、他市町村と相互乗り入れを検討する必要があります。邑楽千代田大泉伊勢崎との相互乗り入れを強化する必要があります。車を使わなくても広域で移動できる体制が必要と考えます。

・PRですが、具体的な分かりやすい時刻表を作成する必要があります。住民にあった分かりやすい時刻表を作成する必要があります。

・検証をチェックする組織の立ち上げも必要となります。PDCAで直ぐに改善するシステムを組む必要があります。

・市バスの現状調査は準備が出来次第始めます。アンケート調査につきましては、１０月か１１月に調査をしたいと考えます。アンケート調査を踏まえた1次報告として来年１月、最終報告として来年２月を予定しております。

以上で終了いたします。ありがとうございました。

○４ページにある公共交通のカバー圏域は、非常に面白い図が掲載されましたが、都市構造からこの空白地域をどういう形でカバーしていくか、どういう公共交通をつくっていけば良いのかお聞かせください。

・太田市の市街地、尾島新田藪塚が合併し、集落が分散した都市構造になっており、交通空白地帯をカバーするために、大きな県道を幹線と考えて、それらを結ぶほかの道を支線と考え、幹線と支線を組み合わせて、バス路線を再編した方がよいと思います。回り道の路線では時間のロスが大きいので、スムーズに移動出来るように、基本的には幹線と支線の組み合わせで考えております。

○バス停を300㍍の設定することは、非常に良いが時間のロスはどうかと思うのですが、300㍍ですと随分停車していることにより時刻が読めないのではないか、特に渋滞時では。その辺をどのような形で進めるのかお聞かせいただきたいと思います。

・まだデータは無いですが、その辺はダイヤの組み方、デマンドまではいかないにしても、余裕の持ったダイヤで進めればと考えております。運行本数を多くし、待ち時間を短くする工夫をしながら、300㍍であっても時間のロスを吸収できると考えております。ぐるぐる回って500㍍おきよりも直線で300㍍の方が時間的なロスは少ないと思っております。
○具体的に提案も沢山され、活性化に繫がるのかと思います。思い切って南口を北口にしたというのは良いが、南口と北口は道路で結ばれておりませんが、その点何かお考えがあればお聞かせ願いたいと思います。

・今の南口ではバスが集まるのには狭いと考えます。イオンバスや高速バスがあり、北口に移動すればゆったりしたものになります。太田市は北口が中心になって栄えた歴史があり、呑龍さま、八王子山、金山ですとか、別な面での新たなる観光ができるのではないかなと考えます。東武太田駅も北と南の行き来がスムーズになりましたので、交流と言った面で有効に使えると考えています。北口が沈滞しているのでその分活性化に繋がると思っております。また、呑龍さまを含めて観光という点でも、北口が良いと考えます。そのような核となるものを作ることも大切ではないかと考えます。
無いようなので、以上で終了したいと思います。

本日のプレゼンは全て終了いたしました。評価していただきまして、ご提出いただきたいと思います。

ご提出後は、直ぐに発表いたしますのでお待ちください。

＜結果発表＞

本日はお忙しいところありがとうございました。


